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＜巻頭挨拶＞ 
世界獣医解剖学会総会に出席して 

会長 谷口和之（岩手大学） 

 今年は7月31日に、4年に一度の世界獣医解剖学会総会(WAVA General 

Assembly 2008)が、カナダのバンクーバーにおいて第 29回世界獣医学会

議（29th World Veterinary Congress, WVC）との共催で開催されました。会

場はCanada PlaceのConvention & Exhibition Centreでした。私は今回こ

の会議に日本獣医解剖学会(JAVA)より派遣されて出席しましたので、以

下にその概要をかいつまんでご報告致します。 

（１） アジア獣医解剖学会設立報告とregional sectionとしての承認 

  これについては私がアジア獣医解剖学会(Asian AVA, AsAVA)設立の経

緯と理念、活動状況などを報告し、AsAVA をアメリカ獣医解剖学会

(American AVA, AAVA)および欧州獣医解剖学会(European AVA, EAVA)と同

等のregional sectionとして承認してもらうよう提議し、満場一致で

承認されました。これについてはすでに 2006 年の EAVA における

informal WAVAで私が報告提案し了承されていたのですが、今回が正式

な承認になります。 

（２） 会員のe-mail address登録について 

  執行部は全会員のe-mail addressを把握したいそうですが、現状で

はまだ160数名しか把握しておらず、そのうち30名ほどはJAVA会員

のものでした。 

（３） WVCとWAVA総会との共同開催について 

  共同開催については実質的メリットに乏しいということで、次回は

共同開催を見合わせるということになりました。 

（４） Region 1の分割について 

  WAVAのRegion 1はヨーロッパ、西アジア、アフリカ諸国から構成さ

れていますが、アフリカ諸国をRegion 1から切り離し、新たなRegion

にすることが検討されましたが、時期尚早ということで従来どおりと

なりました。ちなみにRegion 2は南北アメリカ諸国、Region 3は旧ソ

連諸国、Region 4はアジア・オセアニア諸国から構成されています。 

（５） African AVA (AfAVA)について 

  AfAVAの設立が報告され、これもAAVA, EAVA, AsAVAと同等のregional 

sectionとして承認するか否か検討されましたが、AfAVAの会員はほと

んどエジプトから出ていて地域の普遍性に乏しいということで

regional sectionとすることは見送られました。 

（６） WAVA機関誌の廃刊について 

  WAVAの機関誌としてはAnatomia, Histologia, EmbryologiaがBlackwell

から出版されていましたが、先ごろBlackwellがWileyに吸収合併され

たことにより出版社の意向が変更され、この雑誌は 2009 年 1 月より

Plasticity in Development and Growthという雑誌になります。またWAVA

の機関誌ではなくなります。これによりWAVAは冊子体の機関誌を失い

ますが、この代替措置については全く方策が立っていません。WAVAに

とっては危機的状況ですが、新たに雑誌を発刊することは資金難のた

め極めて困難とのことでした。 

（７） 役員選挙の開票について 

  先般投票が行われたWAVA役員選挙の投票が開票され、新たな会長、

副会長（Region 1～4から4名）、事務局長が選出されました。私も開

票に立ち会いましたが、残念ながら資料が配布されなかったので、私

の記憶しているところだけをお伝えします。会長はアメリカ合衆国の

Robert Henry教授、Region 1の副会長はハンガリーのPeter Sotonyi教

授で、このお二人は2006年3月の日本獣医解剖学会・アジア獣医解剖

学会設立総会においてともにシンポジストとして講演してくださっ

た先生方です。またRegion 4の副会長には私が選出されました。この

選挙結果については、まだWAVAのHPには掲載されていませんでした。 

（８） 次回開催について 

  EAVA との同時開催、AsAVA との同時開催などが検討されましたが、

さしあたって 2010 年にフランスのパリ郊外のアルフォーで開催され

るEAVAに合わせてinformal WAVAも開催されることになりました。 

写真左からDr. Henry（次期会長）、Dr. Stoffel（現事務局長）、Dr. Freeman

（現会長）、谷口和之先生（次期副会長） 

以上が今回のWAVA総会の概要です。このうち最も残念なのはAnatomia, 

Histologia, Embryologia の廃刊です。実はこの雑誌への国別投稿者数は

日本からの投稿者が最も多く、これまで随分とこの雑誌を利用されてい

た方もおられたことと思います。またWAVAの機関誌が無くなるというこ

と自体が由々しきことです。早急に何か手を打たねばならないとは思い

ますが、これについてはJAVA単独ではいかんともしがたく、WAVA本体も

財政事情は非常に厳しいようです。経済的問題さえ解決されれば機関誌

の発行は可能だと思いますが、いまのところ打つ手がありません。 

今回は大変残念な事態をご報告してご挨拶を終わらせていただきま

す。         

（平成２０年９月２日記） 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 
「越智賞受賞に際して」 

学恩＝感謝 
山田純三 

 この春、私は「越智賞」という身に余る栄誉をいただき、誠に有難く

感謝申し上げます。竹花先生から、原稿を依頼されましたので、受賞の

経緯などを書かせていただきます。 
 昨年の今頃、ある先生方から「越智賞に私を推薦したいが受けていた

だけるか」との連絡を受けました。私は、「すでに退職の身であり、お
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気持ちは有難く拝受させていただきますが、推薦は辞退させていただき

ます。」とお答えいたしました。すぐに重ねての説得を受けましたが、

同様な理由で固辞し続けました。しかし、さらに重ねて、いろいろな観

点からの推薦の理由で説得を受けました。三顧の礼の故事に倣い、推薦

者の誠意に打たれ、推薦いただくことを僭越ながら有難く応諾しました。

その結果、昨秋の学会での選考委員会で受賞候補者としてご推挙いただ

き、理事会での承認を経て、麻布大学での授賞式と受賞講演の運びとな

った次第です。 
 皆さんの多くは受賞理由などご存知ないと思いますので、私が受賞講

演のために推薦者から頂戴した推薦書から抜粋して披露させていただ

きますと、「(1)獣医学領域に免疫組織化学を先駆的に導入し、その手法

により消化管内分泌細胞の研究を大きく発展させた。(2)獣医組織学の教

科書発刊・充実の主幹となり、その果実で分科会（日本獣医解剖学会）

の経済基盤を確立し学会を発展させた。(3)アジア獣医解剖学会設立の礎

を築いた。」でした。 
 受賞して思うことは、この文章の表題にしました「学恩＝感謝」に尽

きます。殆んどの賞は推薦者がいて初めて事が始まります。その意味で

も推薦いただいた先生方に第一に感謝です。また、この受賞を本学会会

員の方々を始めとして多くの方々が喜んでいただけたことに重ねての

感謝でした。さらに、私の研究活動に指導者、共同研究者および研究協

力者として関わり、私を支援していただいた方々への学恩でした。この

方々のためにも私の研究の証として論文だけは書きました。しかし、自

分の研究のレベルは自分が一番判っており、身に余る賞であることは

重々承知しております。表彰状の文章に「獣医学に関する研究ならびに

教育にたいする貢献」と、「教育」という二文字が入っていることをと

ても嬉しく感じました。 
 近頃心配なことは、我国の獣医学教育の改善・充実が進んでいないこ

とです。色々なお考えもあるでしょうが、獣医解剖学教育に限ってみて

も、我国の如き貧弱な体制は、私が知る得る限りでは、隣の韓国と台湾

しかありません。このような貧弱な体制で良い教育・研究を行うことが、

非常に困難に思えるのです。また、地方大学では昔の助手の如き立場の

先生が皆無の状態になり、自前での後継者の育成も出来なくなってしま

ったことも心配です。教育立国という言葉が死語になっている現状を心

底から憂います。 
 最後に、私がこれまで元気で過ごせましたことに感謝しつつ、昨今の

厳しい環境下で頑張っておられる皆さんに、万感の思いを込めた無言の

エールを送ります。 
（H20年8月記） 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 
◇第146回日本獣医学会学術集会案内◇ 

〓日本獣医解剖学会のプログラム〓 

口演、会議 

日時：2008年9月24日（水） 

     13：00―17：00 口演 

     17：00―    獣医解剖学会理事会 

2008年9月25日（木） 

     9：00―12：00 口演 

     13：00―14：10 口演 

     14：20―獣医解剖学会総会 

1） 日本獣医解剖学会 

口演 

9月24日（水）第5会場 

演題番号A-01-24(13:00-17:00) 

13：00～13：30  座長 武藤顕一郎（北里大） 

A-01 二頭体子牛に認められた結合心と心大血管結合の一例 

○山下真彦1、久保 翠3、菅野一敏1、竹原義昌1、福田卓巳2、大倉徳太

2（1上川中央農業共済組合・中央家畜診療所、2上川中央農業共済組合・

美瑛家畜診療所、3北海道上川家畜保健衛生所） 

A-02  精巣実質内への色素あるいは造影剤注入による胸管の可視化の試

み 

○鶴野暁史1、柴崎 哲2、神田尚俊1、柴田秀史1（1農工大・農・獣医解

剖、2農工大・農・獣医画像診断） 

A-03  絶滅した日本のオオカミの形態的特徴と遺伝子からみた分類学上

の位置 

○石黒直隆、猪島康雄（岐阜大・獣医・食品環境） 

13：30～14：00  座長 柴田秀史（農工大） 

A-04  ハシブトガラスにおける顎筋の神経投射様式 

○鎌田直樹、塚原直樹、遠藤紗綾香、杉田昭栄（宇都宮大・農・動物機

能形態） 

A-05  ハシブトガラスとフクロウにおける後肢のロック機構の比較 

○辻 知香1、本道栄一1、杉田昭栄2、木曾康郎1（1山口大・農学部・獣

医解剖、2宇都宮大・農学部） 

A-06  ネコの膝関節筋に関する形態学的研究 

○武藤顕一郎、大野秀樹、吉岡一機、大脇将夫、谷口和美、Sotthibandhu 

Pongsiwa（北里大・獣医解剖） 

14：00～14：30  座長 本道栄一（山口大） 

A-07  間葉系幹細胞から骨へ分化する過程でのデコリンの関与と役割 

○保坂善真1、小海康夫3、竹花一成2、今川智敬1、上原正人1（1鳥取大・

農・獣医解剖、2酪農大・獣医・獣医解剖、3札幌医大・医・分子機能解

析） 

A-08  マウス骨格筋発生に関与するカスパーゼファミリーの活性化 

○池田哲平1、佐々木宣哉2、橋本善春1、昆 泰寛1（1北大・獣医・解剖、

2北大・獣医・実験動物） 

A-09  胚芽腫細胞株P19.CL6の心筋細胞への分化 

○ミュラー 樹、小林亮介、中島崇行、小川和重（大阪府大・生命環境

科学・獣医解剖） 

14：30～14：50  座長 小川和重（大阪府大） 

A-10  絶食時のマウスにおけるデカン酸修飾型グレリンの分泌動態につ

いて 

○御船弘治1、西 芳寛2、矢吹 映3、児島将康4、寒川賢治5（1久留米

大・医・動物センター、2久留米大・医・生理、3鹿児島大・農・臨床病

理、4久留米大・分子生命研、5国立循環器病センター・生化学） 

A-11  つくば高血圧マウスにおけるGhrelinの動態 

○伊原宏美1、松元光春1、矢吹 映2、田原口智士3、御船弘治4、鈴木秀

作5（1鹿児島大・農・獣医解剖、2鹿児島大・農・獣医臨床病理、3麻布

大・獣医・微生物第二、4久留米大・医・動物実験センター、5新日本科

学） 

14：50～15：10  座長 御船弘治（久留米大） 

A-12  マウス乳腺の生殖周期におけるghrelinの局在に関する免疫組織化

学的研究 

○土田 風1、松元光春1、伊原宏美1、矢吹 映2、鈴木秀作3、叶内宏明

4、岡 達三4（1鹿児島大・農・獣医解剖、2鹿児島大・農・臨床病理、3

新日本科学、4鹿児島大・農・分子病態） 

A-13  SDラット心臓のナトリウム利尿ペプチド(BNP)の免疫組織化学 

○山根哲也1,3、石田哲也2、添田 聡1、尼崎 肇1（1日獣大・獣医解剖、

2香川大学・医学部解剖学教室、3ペット医療センター荏田南総合病院） 

15：10～15：30  座長 谷口和美（北里大） 

A-14  胃粘膜上皮細胞のEphBとephrin-B （続報） 

○小川和重、内山慎太郎、ミュラー 樹、中島崇行（大阪府大・生命環

境科学・獣医解剖） 
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A-15  ハシブトガラスとハシボソガラスにおける鳴管の組織的差異 

○塚原直樹、中柳翔介、杉田昭栄（宇都宮大・農・動物機能形態） 

15：30～15：50  座長 昆 泰寛（北大） 

A-16  ニワトリの気道と腸管の粘膜上皮におけるトリとヒトのインフル

エンザウイルス受容体の分布 

○大森保成、山下陽平、伊藤真祥、佐藤 航（名古屋大・生命農学・動

物形態） 

A-17  爬虫類の味蕾の微細構造 

○谷口和美、Sotthibandhu Pongsiwa、吉岡一機、武藤顕一郎（北里大・

獣医解剖学研究室） 

15：50～16：10  座長 北川 浩（神戸大） 

A-18  牛回腸での物質の取り込みに関与する免疫系細胞の役割 

○SEIN LWIN1、佐々悠木子1、上野博史2、猪島康雄1、石黒直隆1（1岐阜

大・獣医・食品環境衛生、2岐阜大・獣医臨床放射線） 

A-19  B細胞一次リンパ器官である牛回腸パイエル板および鶏ファブリキ

ウス嚢に存在する二次リンパ組織の比較解析 

○小塚祐利子1、保田昌宏1、高梨資子1,2、那須哲夫1、村上隆之1（1宮

崎大・獣医解剖、2群馬県・西部県民局 西部農業事務所） 

16：10～16：30  座長 石黒直隆（岐阜大） 

A-20  ラット結腸における常在細菌の増殖と上皮細胞の動態との関係に

関する計量免疫組織化学的研究 

○斉 旺梅1、山本健吉1、横尾 諭2、宮田英典2、Udayanga Kankanam,G.S.2、

横山俊史2、河野潤一2、星 信彦2、北川 浩2（1神戸大・大学院・自然

科学研究科、2神戸大・大学院・農学研究科） 

A-21  ラットの消化管における各種抗菌物質の分泌と常在細菌の分布と

の関係 

○横尾 諭1、宮田英典1、斉 旺梅2、Kankanam, G. S. Udayanga1、横山

俊史1、河野潤一1、星 信彦1、北川 浩1（1神戸大・大学院・農学研究

科、2神戸大・大学院・自然科学研究科） 

16：30～17：00  座長 松元光春（鹿児島大） 

A-22  マウス自然流産胎盤におけるNK細胞と補体活性 

○日下部 健、武下 愛、加藤啓子、岡田利也（大阪府大・生命環境・

実験動物） 

A-23  分娩前後におけるマウス子宮上皮の再生 

○水間なつみ、本道栄一、木曾康郎（山口大・農・獣医解剖） 

A-24  コラーゲンレセプターDDR2欠損矮小ミュータントマウスSmallieに

おける排卵機能低下について 

○加納 聖1、松村宏和1、Evskikova C.M. de2、Young James2、Nishina Patsy2、

Naggert Jurgen2、内藤邦彦1（1東大・農・応用遺伝、2The Jackson Laboratory） 

 

9月25日（水）第5会場 

演題番号A-25-49(9：00-14：10) 

9：00～9：30 座長 那須哲夫（宮崎大） 

A-25  Morphological study of the genus Echinococcus at Qinghai province 

in China 

○An Pham Thanh1,2, Li Wei3, Masahiro Yasuda1, Ryoji Yamaguchi4 andTetsuo 

Nasu1（1Veterinary Anatomy, University of Miyazaki, 2Hanoi University 

ofAgriculture, Vietnam, 3Qinghai University, China, 4VeterinaryPathology, 

University of Miyazaki） 

A-26 フクロモモンガ（Petaurus breviceps）雌性生殖器の形態 

○小林俊夫、脇谷晶一、本道栄一、木曾康郎（山口大・農・獣医解剖） 

A-27 ラクダ胎盤の組織学的特徴 

○檜山雅人1、Masoud Fayed2、本道栄一1、木曾康郎1（1山口大・農・獣

医解剖、2kafr EL-Sheikh University） 

9：30～9：50 座長 山本雅子（麻布大） 

A-28 母胎環境が遺伝性ネフローゼマウス（ICGN系統）腎病変に与える

影響 

○山田－内尾こずえ1、澤田京子1、國枝孝典1、眞鍋 昇2（1医薬基盤研・

生物資源部、2東大・農学生命科学研究科高等動物教育研究センター） 

A-29  Interferon activated gene 200（Ifi200）遺伝子群と自己免疫性糸

球体腎炎の関連性 

○市居 修1、上川昭博2、佐々木宣哉3、今野明弘1、遠藤大二4、橋本善

春1、昆 泰寛1（1北大・獣医・解剖、2北大・獣医・生化、3北大・獣医・

実験動物、4酪農大・獣医・放射線） 

9：50～10：10 座長 加納 聖（東大） 

A-30  マウス性腺の発生における性特異的タンパクの局在と性差 

○横山俊史1、福井志穂1、谷田任司1、石原可奈1、三觜友子1、斉 旺梅

2、稲元哲朗2、山本健吉2、宮田英典1、横尾 諭1、北川 浩1,2、星 信

彦1,2（1神戸大・院・農・形態機能、2神戸大・院・自然科学・形態機能） 

A-31  ニホンジカ（Cervus nippon）精巣における性ホルモン分泌とその

レセプター発現の季節変化は一致するとは限らない 

○早川大輔1,2、佐々木基樹1,2、鈴木正嗣2,3、伊吾田宏正4、坪田敏男5、

松長延吉6、宮本明夫7、北村延夫1,2（1帯畜大・獣医解剖、2岐阜大・院

連合獣医、3岐阜大・野生動物、4酪農大・生命環境、5北大・院獣医生態、

6帯畜大・畜産科学、7帯畜大・院畜産衛生） 

10：10～10：40  座長 木曾康郎（山口大） 

A-32  遺伝子改変性転換マウス（Ypos）の真性半陰陽個体生殖腺におけ

る形態学的解析 

○宮本良介、土居弘明、田阪 健、橋本佳樹、三觜友子、谷田任司、石

原可奈、荒川 勉、青木香保里、横山えりか、横山俊史、北川 浩、星 

信彦（神戸大・院・農・形態機能） 

A-33  Di-iso-butyl phthalate（DIBP）の精巣毒性における特異性の検討 

 暁波１、大迫誠一郎２、Alam Mohammad Shah１、恒川直樹１、金井克晃

１、遠山千春２、九郎丸正道１（１東大・農・獣医解剖、２東大・医・

疾患生命工学センター） 

A-34  雄性化破綻メカニズムとエピジェネティクス 

三觜友子1、割田克彦1,2、菅原照夫3、田渕圭章4、松本由樹2、三木崇範

2、石原可奈1、谷田任司1、蝦名康彦5、櫻木範明5、横山俊史1、竹内義

喜2、北川 浩1、○星 信彦1（1神戸大・院・農・形態機能、2香川大・

医・神経機能形態、3北大・院・医・分子生化学、4富山大・生命科学先

端研究セ・ゲノム機能解析、5北大・院・医・産婦人科） 

10：40～11：00  座長 北村延夫（帯畜大） 

A-35  母体の副腎除去が胎子視床下部へ及ぼす影響 

○多方章悟、山本雅子、坂上元栄、西川 修、有嶋和義（麻布大・解剖

学第二研究室） 

A-36  母体由来の副腎皮質ホルモンが胎子精巣の機能に及ぼす影響 

○山本雅子、宮田佳美、坂上元栄、西川 修、有嶋和義（麻布大・解剖

学第二研究室） 

11：00～11：30  座長 山本欣郎（岩手大） 

A-37  Glycogen Body細胞および海馬領域由来星状膠細胞のグルタミン酸

誘起性Ca2+反応 

○今川智敬1、弘田映香2、上原正人2（1鳥取大・農・獣医画像診断、2

鳥取大・農・獣医解剖） 

A-38  ニワトリ終脳における星状膠細胞の分布について 

○内田真輔1,3、今川智敬2、上原正人3（1山口大・連獣・基礎、2鳥取大・

農・獣医画像診断、3鳥取大・農・獣医解剖） 

A-39  ラット海馬CA1領域における虚血耐性現象とカルシウム依存性プロ

テアーゼ：カルパインの活性との関係について（続報） 

○越智翔一、中島崇行、小川和重（大阪府大・農・獣医解剖） 

11：30～12：00  座長 今川智敬（鳥取大） 
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A-40  ウサギ異顆粒性膨大後野から背側視床への投射 

○柴田秀史1、本多祥子2、佐々木 宏2（1農工大・共生科学技術・獣医

解剖、2東京女子医大・医・解剖） 

A-41  中脳黒質におけるグリシン作動性システムの形態学的基盤 

○山本欣郎1、渡邉菜の子1、山田美鈴1、菅 世智子2、山田勝也3（1岩

手大・農・獣医細胞システム、2弘前大学・生涯学習教育研究センター、

3弘前大学・医・統合機能生理学） 

A-42  ソマトスタチンのブロイラー雛視床下部における局在と側脳室内

投与による摂食及び飲水行動への影響 

○平松浩二1、中村 顕1、渡辺 純1、橘 哲也2、菅原邦生3（1信州大・

農・動物生体機構、2愛媛大・農・畜産、3宇都宮大・農・動物生産） 

13：00～13：20  座長 橋本喜春（北大） 

A-43  ラットの嗅覚系における転写因子p73の発現解析 

○中牟田信明1、山口－山田美鈴2、山本欣郎2、谷口和之1（1岩手大・農・

獣医解剖、2岩手大・農・獣医細胞システム） 

A-44  アフリカハイギョ嗅覚器のPGP 9.5免疫組織学的解析 

○中牟田祥子、中牟田信明、谷口和之（岩手大・農・獣医解剖） 

13：20～13：40  座長 竹花一成（酪農大） 

A-45  イヌの第三眼瞼腺における糖質の局在 

○安井 禎1、月瀬 東1、Meyer Wilfried2（1日本大・獣医解剖、2Veterinary 

School of Hannover・Anatomical Institute） 

A-46  イヌの炭酸脱水酵素アイソザイム（ＣＡ-II, VI）の第三眼瞼腺に

おける組織局在と遺伝子発現 

○杉浦陽介1、林 隆大1、市原伸恒1、西田利穂2、村上 賢3、尼崎 肇

4、浅利昌男1（1麻布大・解剖学第一研究室、2麻布大・生理学第一研究

室、3麻布大・分子生物学研究室、4日獣大・獣医解剖学教室） 

13：40～14：10  座長 有島和義（麻布大） 

A-47  哺乳類と鳥類における角膜の組織学的及び生化学的検討 

○谷 優理1、塚原直樹1、李 銀玉1、菊地秀幸1、劉 綿芳2、二瓶賢一

3、田中秀幸2、杉田昭栄1（1宇都宮大・農・動物機能形態、2宇都宮大・

農・生物化学、3宇都宮大・農・天然物有機化学） 

A-48  アテロコラーゲンゲルを用いたブタ角膜実質細胞の三次元培養法

の検討 

○永易 彩、稲垣絵里子、植田弘美、竹花一成（酪農大・獣医解剖学教

室） 

A-49  ダウンロード方式による教科書附図類の教育利用とITによる獣医

学教育先進化の試み 

○橋本善春1、昆 泰寛1、伊藤茂男2、羽貝雅之3（1北大・獣医・解剖、

2北大・獣医・薬理、3（株）緑書房） 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

懇 親 会 案 内 
日時：平成20年9月25日午後3時から翌朝まで 

場所：青島サンクマール 
URL: http://www.cinqmale.co.jp/ 

会費は以下の通りです。 

教授：2万円、准教授および講師：1万8千円、助教、助手および

ポスドク：1万6千円、学生（院生を含む）：1万2千円、その他：

1万8千円 
バス代、一泊朝食付、宴会、二次会費用込み 

会費は当日会場にてお支払いください。 

獣医解剖学会総会終了後、バスにて青島、堀切峠を経由し懇親会場

へ移動します。9月26日には宮崎空港、南宮崎駅への無料マイクロ

バスをご用意します。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
【日本獣医解剖学会理事会・総会】 
日時：2008年9月24日（水） 17：00― 獣医解剖学会理事会 

2008年9月25日（木） 14：20― 獣医解剖学会総会 

場所：第 5 会場 

議題： 

１．会員の国際学会派遣に関する旅費の補助について（九郎丸） 

２．会員の逝去に際しての対応について（九郎丸） 

３．今学会奨励賞の発表について（総会のみ）（村上） 

４．その他 

報告： 

１．会員の訃報について（理事会のみ）（上原） 

２．獣医学会理事会・分科会長会議報告（総会のみ）（会長） 

３．編集委員会報告（九郎丸） 

４．次回獣医解剖学会について（杉田） 

５．２００８年春期獣医解剖学会奨励賞の贈呈（総会のみ） 

６．懇親会案内（総会のみ）（保田） 

７．その他 

 総会において、2008年春期学術集会において奨励賞（一般部門）を受

賞された山田-内尾こずえさん（医薬基盤研究所 生物資源部）、奨励賞（学

部学生部門）を受賞された伊藤 強（東京農工大）君の表彰を行います。

ご本人あるいは関係者の出席をお願いいたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
獣医解剖学国際会議報告 

橋本善春 
 ブダペスト大学（Hungary）に於いて2008年7月23～26日に開催され

た「ヨーロッパ獣医解剖学会」の会期中に以下の会議が開催されました。

委員として橋本善春がそれらの会議に出席しましたので、議事内容をま

とめてご報告致します。 

１．「International Committee on Veterinary Gross Anatomical Nomenclature」 

             （国際獣医肉眼解剖学用語委員会, ICVGAN） 

          2008 年7月26日（土）11:00～11:30, ブダペスト大学 

出席者：Profs. Gasse (新 Chairman, Hannover), Waibl (前 Chairman, 

Hannover), Boos (Zuerich),  Dodynicki (Poznan, Poland), Jakowiak (Poznan, 

Poland), Sinowatz (Munich), Maierl (Munich), Augusburger (Zuerich), 

Pfarrer (Hannover), Seeger (Leipzig), Simoens (Ghent), Hashimoto (Sapporo), 

Henry (Tennessee), Freeman (Virginia), Constantinescu (Missouri) 

議題と議事内容： 

１．Chairmanの交代： Prof. Gasse (前Secretary-General, Hannover)が新

Chairman に就任し（Prof.  Waibl, Hannover と交代）、就任挨拶を行った

（新委員加入の要請などを含めて）。 

２．Secretary-General の交代： Prof. Van Den Broeck (Ghent)が新

Secretary-Generalに就任した  (Prof. Gasse, Hannoverと交代)。 

３．AAVA および AsAVA から出席の委員が紹介された：Profs. Freeman 

(Virginia), Henry (Tennessee), Constantinescu (Missouri), Hashimoto 

(Sapporo)。 

４．本委員会委員およびSub-Committee委員のemail addressの整備を行

う。今後はすべてemailによって相互連絡の迅速化を図る。 

５．5th Nomina Anatomica Veterinaria (5th NAV) のIndexが作成された (NHV, 

NEVについても作成する)。 

６．ウサギに関する用語をさらに加えたい（Prof. Barone, Lyon,の著書

に基づく）。追加希望の用語があれば Prof. Van Den Broeck 

(Secretary-General)に連絡されたい（各Sub-Committee Chairmanへ送付し

→各委員へ配布する）。 

７．モルモットに関する解剖学用語を採択するか否かについて今後検討
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する。 

８．Illustrated NAV (Prof. Schaller, Vienna,著)を新刊第2版として刊

行するか。 

 ・図版を新しくする必要がある。 

  ・WAVAが本書の版権を保有している。 

  ・図版を新たに作成してICVGANに送付願いたい (Dec. 2009までに)。 

  以 上 

２．「International Committee on Veterinary Histological Nomenclature」 

              （国際獣医組織学用語委員会, ICVHN） 

        2008 年7月26日（土）11:30～11:50, ブダペスト大学 

出席者：（上に同じ） 

議題と議事内容 

１．新 Chairman に Prof. Simoens (Ghent)が就任した（Prof. Hullinger, 

Purdue, USA と交代）。 

２．新Secretary-GeneralにProf. Seeger (Leipzig)が就任した（今後の提

案事項をProf. Seegerにemailで連絡することにより、今後12ヶ月間で

多くの委員会活動を実施する予定）。 

３．New Active Memberを委員として迎えて委員会活動を活性化し、新版

の獣医組織学用語集を刊行する（現在１０名で活動しているが、２０名

に増員したい。前Chairman Prof. Hullinger, Prof. Budrasにも協力を依

頼する）。 

 ・実質的に12ヶ月間では困難であり、作業期間を延長するのがよい。 

 以 上 

３．「International Committee on Veterinary Embryological Nomenclature」 

                （国際獣医発生学用語委員会, ICVEN） 

           2008 年7月26日（土）11:50～12:20, ブダペスト大学 

出席者：（上に同じ） 

議題と議事内容 

１．新ChairmanにProf. Sinowatz (Munich)が就任した（Prof. Simoens, Ghent

と交代）。 

２．新Secretary-GeneralにProf. Konolie (Utrecht)が就任した。 

３．新用語集を刊行したばかりであるが、新用語の検討と採択作業を継

続して行う。 

以 上 
 

「ANATOMIA HISTOLOGIA EMBRYOLOGIA」の名称変更と 

存続に関する検討会 

         2008年7月26日（土）12:30～13:30, 於Hotel Benczur, Budapest 

出席者：Profs. Sinowatz (AHE Editor-in-Chief, Munich), Freeman (WAVA会

長, Virginia), Stoffel  (Bern), Henry (前WAVA会長, Tennessee), Leiser 

(EAVA 会長, Giessen), Waibl (前 WAVA 会長), Hashimoto (Sapporo), Boos 

(Zuerich), Seeger (Leipzig), Klisch (Knottingham), Maierl  (Munich), 

Plendl (Berlin), Simoens (Ghent), Danzer (Kopenhagen), Walter (Vienna), 

Bjerkas  (Oslo). 

経 緯 

１．刊行元であるBlackwell Publishing Co.で先頃編集部が改編され、新

編集部からWAVA会長 Prof. Freeman宛に７月１０日付けの書面で以下の

誌名へ変更することについて打診があり、検討結果を８月１日までに回

答されたい旨の検討を依頼された (提案された新雑誌名   "Plasticity of 

Growth and Development")。 

論議内容 

  ・発行部数を伸ばしてより利益を向上させたい意図がある。 

 ・他の雑誌からの利益を充当させて発行を継続している。 

 ・電子版はどうか（利用が困難である、利益が上がらないのは同じ）。 

 ・著作権の問題が存在する。 

 ・誌名変更はSimic-Grau賞のあり方に影響する。 

 ・Anatomyという用語はなくせない。Morphology, Developmentなどが入

る誌名はどうか。 

 ・（結論）提案された新雑誌名は不適切であり、現在の誌名を継続し

て使用すべきである。 

 ・AHEは WAVAに所属する学術誌であるため、次週 Vancouver で開催予

定のWAVA総会で報告する (Prof. Freeman)。       以 上 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
中井雅晶先生のご逝去について 

鳥取大学 上原正人 

中井先生はこの4月から京都産業大学鳥

インフルエンザ研究センター主任研究

員としてご活躍のところ、7月12日に心

不全のため急逝されました。 

先生は平成元年に宮崎大学家畜解剖

学教室の助手に採用され、その後米国イ

リノイ大学獣医学部研究員として長く

米国に滞在していました。日本に戻られた平成17年から東京都神経科学

総合研究所流動研究員としてこの3月まで働いていました。京都産業大

学では近々にも教授に昇進されると伺っていました矢先でしたし、名実

ともに獣医解剖学の研究者に復帰されるところでしたので、有為な人材

を失ったものと悔やまれます。ご冥福を祈ります。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
◎日本獣医解剖学会奨励賞の決定と表彰式について 

 第145回日本獣医解剖学会奨励賞の審査につき、締め切り日までに応

募された奨励賞審査候補発表研究については奨励賞学部学生部門が3件、

奨励賞部門が2件あった。それらについて審査委員の武藤教授（北里大

学）、上原教授（鳥取大学）と審査委員長として浅利（麻布大学）が厳

正に審査した結果、奨励賞学部学生部門では「野生マウス Mus musculus 

molossinusとMus musculus musculusにおけるrRNA遺伝子座の同定」を発

表した東京農工大学学部学生の伊藤強氏らが、また奨励賞一般部門では

「Matrix Metalloproteinase-12はネフローゼマウス（ICGマウス）の病態

進行に関与する」を発表した（独）医薬基盤研究所の山田-内尾こずえ

氏らの研究内容が本賞の受賞に値すると判断され、その結果を総会にて

報告した。 

日本獣医解剖学会奨励賞 

・一般部門: 第18号 山田-内尾こずえ（医薬基盤研究所 生物資源部）     

・学部学生部門: 第9号 伊藤 強 （東京農工大） 

＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
獣医解剖学会奨励賞受賞者 「喜びの声」 

学部学生部門: 伊藤 強 （東京農工大） 

この度は奨励賞を頂くことができ、大変喜ばしく、そして感謝してお

ります。解剖学研究室における私の研究テーマは「野生マウス Mus 
musculus molossinus と Mus musculus 
musculusにおける rRNA遺伝子座の同定」で

した。これら 2 亜種の野生マウスについて

FISH法による解析を行い、rRNA遺伝子座の

進化過程を考察しました。野生マウスでは、

rRNA 遺伝子座に著しい多型があることが明

らかになり、さらに、遺伝子座の分布に規則

性があることも分かってきました。特に 18 番染色体の遺伝子座は全個

体で共通に存在することから、rRNA 遺伝子座の起源遺伝子座である可

能性が示唆されました。研究を進めれば進めるほど、学ばなければなら

ないことが数多くあると痛感しましたが、同時に達成感も得ることがで

きました。現在は病理学分野で研究を行っていますが、分野を問わず生
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かせる知識が身についたと思います。ありがとうございました。 
 

一般部門：山田-内尾こずえ（医薬基盤研究所 生物資源部） 

この度は解剖学会奨励賞を賜りまして、誠にありがとうございます。ま

だまだ未熟な研究内容であり、身に余る光

栄です。選考委員諸先生、関係諸先生に御

礼申し上げます。学生時代より腎疾患モデ

ルマウス（ICGNマウス）の病態解析に取り

組んでまいりましたが、今なお研究すれば

するほど新たな疑問点が生じ、飽くことな

き研究生活を過ごさせていただいており

ます。今回の受賞が私自身の研究活動への意欲向上となりました。腎疾

患病因解明、治療法確立の一助となる研究を目指し、研鑽を重ねる所存

ですので、今後とも学会員の皆様よりご指導を賜ることができれば幸い

です。最後になりましたが、今回の受賞にあたり学生時代から温かくご

指導下さった眞鍋昇先生、研究をサポートしてくださった澤田京子さん、

國枝孝典さんに心より感謝申し上げます。 

 
＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

日本獣医解剖学会奨励賞 （学部学生部門含む） 公募 
対象学会：第146回日本獣医学会学術集会 

 とき：2008年9月24日～9月25日 

 ところ：シ－ガイア・フェニックスリゾート ワールドコンベンショ

ンセンター・サミット（〒880-8545 宮崎市山崎町浜山） 

奨励賞 

 応募資格：1）35歳未満の者。但し、留学生はこの限りではない。 

      2）日本獣医解剖学会に1年以上の会員歴を有し、筆頭者と

してその回を含めて2回以上発表経験のある者。 

     3）奨励賞応募を希望される方は、下記の連絡先に講演要旨

および対象者である旨を明記した用紙（略歴、研究業

績、教育業績、入会年月日を含む）を送付して下さい。 

奨励賞学部学生部門  

 応募資格：1）対象者は学部学生に限る。 

      2）日本獣医解剖学会学生会員であること。但し、会員歴

は問わない。 

      3）奨励賞学部学生部門応募を希望される方は、下記の連

絡先に講演要旨および対象者である旨を明記した用

紙（略歴、研究業績を含む）を送付して下さい。 

締め切り：2008年9月19日（必着） 

連絡先：〒889-2192 宮崎市学園木花台西1-1 

    宮崎大学農学部獣医解剖学教室 

    村上隆之 Tel. (Fax.) 0985-58-7263 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 
学生の日本獣医学会（於：宮崎大学） 

参加費（二千円）補助の件 
・補助の条件 
１） 学部生、大学院生で日本獣医解剖学会学生会員であること。 
２） 今回の日本獣医学会/日本獣医解剖学会で筆頭著者として発表すること。 

但し、他分科会で発表の場合は補助の対象としない。 
３） 教員等、本人以外が代理発表した場合は補助の対象としない。 
・参加費の受け渡し 
４） 日本獣医解剖学会理事会、総会の折り、講座ごとにまとめて、指導教員が

学生に代わって会計担当者（東大・九郎丸）より代理受給する。指導教員

は責任をもって学生に支給する。 
５） 補助対象の学生がいる場合は、9月 16日（火）までに会計担当者にメール

で学生の名前と学年を連絡しておく。 
＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

◇次回日本獣医学会案内◇   
第147回日本獣医学会学術集会 

会期：2009年4月2日（木）から4日（土） 

場所：栃木県総合文化センター 

   栃木県自治会館 

   最寄り駅：JR宇都宮駅 

演題申し込み期間：2008年11月1日から12月5日 

シンポジウム 

「獣医解剖学教育の現場での工夫と問題」 

 趣旨：獣医解剖学教育の現場では各大学においていろいろご苦労をな

さりながら、実施されていることと思います。私立大学では、多数の学

生を対象に講義・実習を強いられ他大学においても、使用動物数を可能

な限り少なくする工夫も必要とされていると思われます。そこで、AVを

利用した教育、独自に考案された模型を利用しての教育、さらに昨今課

題となっておりますホルマリンの取扱についても取り上げ、獣医解剖学

教育に携わる教員としてディスカッションできたらと考えております。 

シンポジスト 

・帯広畜産大学 北村延夫先生、佐々木基樹先生 

  帯広畜産大学における獣医解剖学教育の現状と課題 

・北里大学 武藤顕一郎先生 

  教育現場での先生独自の工夫をご披露いただけます 

・日本獣医生命科学大学 添田聡先生 

  教育の現状（工夫も含め）をお話しいただきます 

・日本大学 月瀬東先生 

  獣医解剖学実習のホルムアルデヒド対策 

・麻布大学 市原伸恒先生 

  教育におけるAVの利用 

サテライト・フォーラム 

ポスター 

 本年と同様、特にテーマを設けず実施したいと考えております。 

 
獣医解剖学会懇親会 

開催予定（担当、宇都宮大学） 
＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

 
人 物 往 来 

☆帖佐 瑞希氏 

SAMP1/Yitマウスにおける腸管外病変の発症機序に関する形態学的研究 

授与日2008年3月 

授与大学 麻布大学 博士（学術） 

 

☆奥野 征一氏 

脛骨神経刺激により得られる長潜時筋活動電位（F 波）のイヌおよびネコの脊

髄疾患における運動系機能障害の客観的評価への応用に関する研究 

授与日2008年3月 

授与大学 麻布大学 博士（獣医学） 

 

☆稲元 哲朗氏 

「ラット小腸の粘膜上皮における常在細菌の排除機構に関する超微形態学的

および免疫組織化学的研究」 

授与日 2008年9月25日 

授与大学 神戸大学 博士（農学） 
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＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 
日本獣医解剖学会会員名簿変更、追加について 

 
会員番号 9900353 長竿淳 
住所：〒250-0126 神奈川県南足柄市狩野 42-1 エナジーワン 204号室 
勤務先：ハイテック株式会社  
E-mail: j-ngs@y2.dion.ne.jp 
 
会員番号 8700041 大上 美穂 
住所：〒371-0034前橋市昭和町3-30-10-205 
 
会員番号 8200038 木村 順平 
勤務先：599 Gwanangno, Gwanak-Gu, Seoul, 151-742, Republic of  Korea 
勤務先名：ソウル国立大学獣医学部 
所属名：獣医解剖学研究室 
勤務先TEL：+82-2-880-1290  E-mail：kimura@snu.ac.kr 
 
会員番号 9900156 日下部 健  
勤務先：大阪府立大学大学院 
所属名：獣医学専攻動物構造機能学統合生体学講座実験動物学教室 
〒599-8531 大阪府堺市中区学園町１－１ 
Tel&Fax: 072-254-9496  E-mail: kkusakabe@vet.osakafu-u.ac.jp 

 
 2006年 12月に配付いたしました日本獣医解剖学会名簿に関して変更・追加

等、お気付きの点がありましたら下記まで連絡ください。 
 酪農学園大学獣医学部獣医解剖学教室内 
        日本獣医解剖学会ＮＬ編集担当 
           〒069-0851江別市文京台緑町 582 
      TEL: 011-388-4744/ FAX: 011-388-4852 

    E-mail: takechan@rakuno.ac.jp 
＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 
 

教 科 書 の 案 内 
「カラーアトラス獣医解剖学」の刊行とその後 

１） 前号の本News Letterに詳細を記しましたように、教科書「カラ

ーアトラス獣医解剖学」（上・下巻、緑書房）が2008年3月に刊行され

ました。800 頁を越えるページ数となり記載項目も多岐に亘るため、編

集部では当初から記載事項について各用語のスペル等を含めて理解し

やすく正確であることに極力意を尽くした積もりでしたが、刊行後に読

者の皆様からいくつかの要修正・要改善のご連絡をいただきました。直

ちに編集委員会では修正作業を開始し、脱字や誤植などを含めて修正を

行い、その結果を「修正及び正誤表」として印刷して、急ぎ出版社から

各大学で授業にご利用いただいている読者の方々にお送りして訂正を

お願いしたところです。併せて本教科書の次版印刷用 PDF についても

修正を終えたところです。これにより次版においてはより一層正確な記

載をもつ教科書とすることを目指したいと思います。今後もより正確で

理解しやすい教科書とすべく、随時読者の皆様方からのご指摘・ご要望

をお願いいたします。 
 すでにお気づきのように、この教科書の原著名「Veterinary Anatomy of 
Domestic Mammals」が示すように、本教科書内には獣医解剖学教育の

中で重要な位置を占める鳥類解剖学についての記載がみられません。そ

こで編集委員会では、新たに本教科書に鳥類の局所解剖学と臨床解剖学

を加えるべく、同じく Koenig/Liebich 両教授の著述になる詳細な鳥類解

剖学教科書の訳出作業を進める予定です。 
２） 「カラーアトラス獣医解剖学」内に掲載のすべての写真と図・表

を解剖学教育に利用することが可能となりました。両著者および

Sachattauer社の著作権に関する許諾、並びに緑書房の許諾とご支援を得

て、このほど緑書房のホームページから上記教科書に掲載されているす

べての解剖学標本写真とイラストや表（.ppt 又はpdf, 修正済）を大学内

における教育用（講義・実習、セミナーに使用限定）として無償でご利

用いただくことが可能となりました。ご利用を希望される会員の先生は、

緑書房・羽貝雅之氏（hagai@mgp.co.jp）に利用方法等をお問い合わせ下

さい。 
 
＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 
編 集 後 記 
 北京オリンピックも閉会され日本国の実力はいかなるものであるか各自がそれ

ぞれ思いをめぐらせていることと思います。日本女性の飛躍のオリンピックでも

ありました。選手団団長が帰国後オリンピックは数日前に選手を集めてヒョイ、ヒ

ョイとメダルが取れるようなものではない。国を挙げてしっかりとした計画の中メ

ダルを取りにいくとのコメントをしておりました。その通り、日本国を代表する以

上はその人間は他国からは日本国と置き換えて見られます。これが今の日本

の現状です。わが学会も同じでもっともっと若い次世代の方をより良い環境の

中、じっくりと教育、研究に時間を割いていただく工夫を先に行く人間たちがす

る必要があります。特に解剖学の原点である肉眼解剖の重要性を教授する必

要性が出てきています。日本から肉眼獣医解剖がしっかりと教授出来なくなる

ことが危惧されます。若者よ「肉眼解剖を馬鹿にする無かれ」です。北の編集

子の本誌作成担当もリーチの状態になりました。次号で最後となります。心、身

体、時間により良い獣医解剖学教育研究環境の整備が急務です。それが編

集子の願いです。 

編集子 
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話題の書籍
☆楽しくて不思議なトリビアの世界、待望の続編 !!

● 続・ぼくとチョビの体のちがい

佐々木 文彦　著
A5判／並製本／160頁
定価 2,100円（税込）
送料 520円

「人と犬の体ってこんなに

ちがうの？」体に関する

様々な疑問を愉快なイラス

トとわかりやすい言葉で解

説。前作『楽しい解剖学　

ぼくとチョビの体のちが

い』と 2冊揃えれば、より

解剖学への理解を深めるこ

とができる。犬を愛するす

べての人に読んでほしい必

見の一冊。

今回はこんなハテナ
● 人と犬の大脳はこんなにちがう？
● 右脳と左脳のちがい？
● 別腹って本当？
● 条件反射ってな～に？
● 男の子と女の子の染色体の秘密？
● ストレスを癒してくれるホルモン？
● 犬にも鼻くそができる？

● 水を飲みながら息が吸える？
● 赤い血液の正体は？
● 恋をすると鼓動が速くなる？
● 人と犬の胃のちがい？
● 犬も夢をみているの？
● どうしてオシッコがしたくなるの？

などなど・・・。

あわせて読みたい
☆続編を読む前に・・・読んで笑って楽しく学習 !!

● 楽しい解剖学　ぼくとチョビの体のちがい

佐々木 文彦　著　A5判／並製本／112頁
定価 2,100円（税込）　送料 520円

「犬の鼻ってどうして濡れてるの？」な

ど、犬の体の不思議、犬と人の体のちが

いをイラストを使ってわかりやすく解

説。動物を愛するすべての人に読んでほ

しい、人と動物の体のちがいが面白いほ

どよくわかる本。

佐々木先生書き下ろし !

犬種ポスターつき !!

学会関連新刊書籍
☆待望の第四版ついに登場 !!

● 獣医組織学 《第四版》

日本獣医解剖学会　編
A4変型判／上製本／360頁
定価 9,975円（税込）　送料 520円
CD－ROMつき

日本初の組織学のオリジナル教科

書『獣医組織学』第四版。従来の

内容を最新の情報に一新し、「腱」、

「骨髄骨」など新たな項目も追加。

また、写真も多数追加され、より

高度な組織学を学ぶことができる

ように構成。知りたい情報がひとめでわかるように使いやすさ、

見やすさも向上。付録の CD－ROMには書籍に掲載された写真

をすべて収録。組織学を学ぶ学生だけでなく、もっと組織学に

ついて知りたい獣医師にもおすすめできる一冊。

学会関連書籍
☆自ら色づけすることで解剖学を楽しく学習 !!

● 犬の解剖カラーリングアトラス

Robert A. Kainer／Thomas O. McCracken　著
日本獣医解剖学会　監修
A4変型判／ツインリング製本／240頁
定価 3,990円（税込）　送料 520円

図版の説明に従い、名称や用語、矢印や

線に自ら色を塗ることで、それぞれの器

官の位置や形、大きさが明瞭となり、楽

おすすめ新刊書籍
☆この 2冊で軟部組織外科手術がもっと身近になる

● 犬と猫の頭・頸・胸部の外科マニュアル

しみながら学習することができる。また、飼い主へのインフォー

ムド・コンセントにも利用できる。

多川 政弘　監修　A4判／並製本／272頁
定価 16,800円（税込）　送料 520円

● 犬と猫の腹部外科マニュアル
西村 亮平　監修　A4判／並製本／376頁
定価 21,000円（税込）　送料 520円

☆分子遺伝学の知識も多数取り入れた最新版

● 獣医発生学
谷口 和之、木曾 康郎、佐藤 英明　監修
A4判／並製本／412頁　定価 9,450円（税込）　送料 520円
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